
令和５年度（中期計画２年目）

１　スクール・ポリシーの内容

入学者の受け入れに関する

方針

（アドミッション・ポリシー）

教育課程の編成及び実施に

関する方針

（カリキュラム・ポリシー）

育成を目指す資質・能力に

関する方針

（グラデュエーション・ポリ

シー）

・人権尊重の精神に徹し、正しい生き方の自覚を深め、社会連帯の精神を養うとともに、人間性豊かな生徒の育成に努めます。

・基礎学力の定着を図り、専門的な知識と技術を習得させるとともに、創造的な知性・技能を育てます。

・正しい判断力と強い意志力、たくましい心身を育てるとともに、自律的な生活態度を養います。

・体験的な学習や実践を通して、正しい職業観や勤労観を身につけさせるとともに、自信と意欲をもたせます。

本校では上記の教育方針の下、その実現に向けた以下のような教育を行います。

１．生きる力の基礎、心身ともに豊かな人間性を育成する普通教科と、社会形成能力を育成する専門教科を実践します。

２．普通教科を中心とした基礎学力の定着から、工業（特に機械、電気、情報）に関する専門教科を座学や実技を通して協働的・実践的・体験的に学ぶ教育を実践します。

３．グローバルに活躍できる技術者としてのコミュニケーション・プレゼンテーション能力の向上を図り人間力を養成するための教育を実践します。

４．課題対応能力を育成するため、学校設定科目・課題研究では、協働型・問題解決型・探究型学習を実践します。

５．グローカルな人材を育成するため、地域や産業界との連携を図り、就業体験学習等を通してキャリア教育を実践します。

【高等学校用】

令和５年度　奈良県立王寺工業高等学校　学校評価総括表

年度重点目標

年度

本校の使命（スクール・ミッション）

教育

方針

（ス

クール・

ポリ

シー）

本校では、以下のような生徒を積極的に受け入れます。

１．｢ものづくり｣に興味・関心があり、技術等の習得に前向きに取り組む生徒

２．規律を守り、意欲的に高校生活を送りたいと強く思っている生徒

３．チャレンジ精神旺盛で、協調性を持って目標に挑戦する生徒

４．専門知識と技能を習得し、資格取得や検定合格に取り組む生徒

工学的な知識・技術を活用し、グローバルな視点を持ちながら地域コミュニティを支えるグローカルな人材の育成

１．生徒の挑戦を応援し、支える取組を全ての教育活動で実施する

２．生徒一人一人が主体的に学ぶことが出来る環境を整備・充実する

３．楽しい授業・わかりやすい授業を通して、基礎・基本の確実な定着をはかる

本校では、卒業までに以下の資質・能力の育成を目指します。

１．主体的に社会を生き抜くために必要な、自ら行動する力・考える力

２．真理の探究に向け、自ら学び、協働的に粘り強く挑戦する力

３．専門知識技能、ものづくり力を身につけ、コミュニティ（特に工業分野）に貢献できる力



学校の教育活動に関する目標（Ａ） 計画期間における具体的目標（Ｂ） 令和５年度末の目標値等（Ｃ）
令和５年度末の状況

（Ｄ）
自己評価（Ｅ）

学校関係者評価

（Ｆ）
改善方策（案）

・健康教育の充実 ・教育相談（カウンセリング等）の満足度

を高める

・教育相談担当者とのコミュニケー

ションを充実させるため、教育相談

アンケートを実施する。

・食育の推進 ・朝食摂取率９０％以上 ・朝食摂取率８０％以上

・体力の向上と運動習慣の定着 ・体育実技授業への積極的な参加を促す

とともに、必要な支援を施す。

・新体力テスト平均Ｔスコア５０．０以上

・学校行事や体育授業を通して、運動習

慣の定着を目指す

・新体力テスト平均Ｔスコア４６以

上

・ＩＣＴ等を活用し、体育実技へ

の興味・関心を高める。

・主体的・対話的で深い学びの実現 ・探究系科目における授業アンケート（授

業満足度70％以上）

授業アンケートを各学期１回実施

する。

・教職員の資質向上 深い学びの実現に関する教員研修回数

（年４回）

「指導と評価の一体化」に関する研

修を、年間4回実施する。

・ＩＣＴを活用した教育の推進 普通科を含めたすべての授業アンケート

（「ICTを適切に使用している」70％以上

が科目数の半数を超える）

授業においてICT機器を活用した

授業を展開し、コミュニケーション・プ

レゼンテーション能力の向上を図る。

・安全安心な教育環境の整備 科目実習や課題研究の授業アンケート

（「安心、安全な教育環境を実現してい

る」70％以上）

・安全に実習等が行えるよう服装か

ら工具・機械の使用について安全

確認・指導を授業始に確実に行

う。

・実習等の授業アンケートにおいて

「安心、安全な教育環境を実現し

ている」70％以上

・学校における働き方改革の推進 保護者等と学校間の連絡方法のデジタル

化

・生徒、保護者へのアンケートのデジタル化

・「きずなネット連絡網」の利用により

学校間の連絡のデジタル化を図る。

・「きずなネット連絡網」の登録９

０％以上

・classroom等によりアンケートを

実施する実施率７０％以上

・キャリア教育・職業教育の推進 ・インターンシップの実施（参加者９５％

以上）

・卒業生による進路講演会の実施（企業

１２社以上、進学先２校以上）

・インターンシップの実施（参加者

100％）

・卒業生による進路講演会の実施

（15団体（企業、大学、専門学

校含む）

・高大連携を活用した行事の実施

（大学への授業聴講２日以上、

講師を招く２年生向けに各科で1

時間１回以上）

テーマ

１．こころと身体を子どもの成長に合わせて

はぐくむ

３．働く意欲と働く力をはぐくむ

２．学ぶ力、考える力、探究する力をはぐく

む

２　奈良県教育振興基本計画（「奈良の学び推進プラン」）が示す各テーマごとの学校教育目標



・社会に役立つ実学教育の推進 ・進路講演会の実施各学年１回以上

・基礎力診断テストの実施（１学年２

回、２学年２回、３学年はSPI）

【進路指導】

・進路講演会を各学年１回以上

・基礎力診断テストの実施（１学

年３回、２学年３回、３学年１

回）

・地域との連携・協働推進

・高大連携

・学校運営協議会を活用し、地域の意見

や期待を踏まえ学校運営を行う

・進学希望者に対するアカデミックインターン

シップを実施

・地域の塾、中学などへの訪問し、

王寺工業の認知度を確認する。ま

た、説明会に参加する。

・アカデミックインターンシップまではで

きないので、大学での授業聴講、

オープンキャンパスへの参加促す。

・地域社会に貢献する人材の育成 ・王工版デュアルシステムの実施（参加学

年・クラスの１０％程度）

・県内企業に就職したいと考える生徒数の

割合35 ％→40％以上

・王工版デュアルシステムの実施

（参加学年・クラスの１０％程

度）

・県内企業に就職したいと考える生

徒数の割合40％以上

・グローバル人材の育成 ・英語検定の合格者数を現状の1.5倍を

目指す

・英語検定の合格者数を現状の

1.5倍を目指す

・いじめ・不登校等への対策 ・アンケートや面談をとおして、早期発見に

つとめる

年間３回いじめや生活に関するア

ンケートを実施し、生徒指導につな

げる。

・立哨等を通して生徒とのコミュニ

ケーションの場を増やし相談しやすい

雰囲気をつくる。

・特別支援教育の推進 ・特別支援委員会で認定した生徒への必

要な支援を行う。

・個別の支援計画書を活用し、教

員間での情報共有を図る

・多文化共生教育の推進(外国人児童

生徒等への対応)

・三年間の人権教育計画に沿ったHRの実

施率９０％以上

・人権教育計画に沿ったHRの実施

率９０％以上

・学校教育における人権教育の推進 ・「人権を確かめ合う日」アピール文を年７

回発行して全生徒と職員に啓発する

・「人権を確かめ合う日」アピール文

の発行を継続しながら、アピール文

の中身をより身近なものにすること

で、当事者意識を育てていく。

５．地域で個性が輝く環境と仕組みをつく

る

３　評価結果の分析、今後の改善方策等

３．働く意欲と働く力をはぐくむ

４．地域と協働して活躍する人を育てる


